
今年10月から
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更新・耐震化の必要性

収入減と費用増

暮らしを支える基盤に

水道・下水道事業の現状

水道料金・下水道使用料を
引き上げます

水道・下水道は、皆さんの水道料金・下水道使用料で支え
られています。老朽化した施設の更新や耐震化など、将来
にわたり安全・安定した供給と処理を続けるために必要な
資金を確保し、今年10月から水道料金・下水道使用料を改
定（引き上げ）します。今後も、毎日の「あたりまえ」を守
る取り組みを計画的に進めます。

昭和40～50年代に整備した上下水道施設の多くが、更
新の時期を迎えています。安定した上下水道サービスを提
供し続けるため、更新工事と耐震化工事を計画的に進める
必要があります。

人口減少などにより、水道料金・下水道使用料
収入は減少が見込まれます。一方、物価上昇の
影響もあり、維持管理や更新にかかる費用は増
加しています。経費の見直しや業務の効率化を
進めていますが、必要な更新・防災対策を継続す
るため、料金改定が必要です。

上下水道は、飲み水の安全を支えるだけでなく、清潔な
生活環境を守り、河川・海の水質保全にもつながる重要な
基盤。日常の維持管理を着実に行いながら、老朽化した施
設の更新や災害への備えを計画的に進め、安心して暮らせ
る環境を守ります。

横須賀上下水道イメージキャラクター アクアン

水道事業の
資金残高推移

災害に強い管になるよう、工事を進めて
います。
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水道料金の引き上げによって
安全・安定した供給を継続
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水道料金・下水道使用料　改定イメージ

料金改定は、大幅な負担増を避けるため、2026年10月
と2028年4月の2段階で実施します。
改定後の料金表や試算方法は、
上下水道局ホームページを
ご覧ください。

水道料金・下水道使用料合計額　　　　　     （メーター口径20ｍｍ/2か月あたり/消費税込）

水 量 10㎥ 20㎥ 30㎥ 50㎥

家族構成

4,131円 4,461円 7,651円 14,031円

4,648円 5,099円 8,487円 15,263円
（＋517円） （＋638円） （＋836円） （＋1,232円）

▼ ▼ ▼ ▼
現行料金

2026年10月改定
（現行との差額）

2028年4月改定
（現行との差額）

5,013円 5,530円 9,028円 16,024円
（＋882円） （＋1,069円）（＋1,377円）（＋1,993円）
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